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教師と生硬の心理･行動に及ぼす組織特性の影響に関する検討(Ⅱ)

一中学校における学校組織の特性が教師の学校諸活動

及び生徒の学級認知に及ぼす影響一

溝田進一 *･坂西友秀 **

研究 3

問題 ･目的

各学校の持っ独特の教師間の人間関係､雰囲気､

活動内容は､複雑に絡み合い､単純に明確な形で

生徒の学校内や学級内の諸活動､人間関係に反映

するものでもないことが明らかである｡本研究で

は､教師のとらえる職場内の活動を単純化するこ

となく､多くの要因がより複雑に作用する場とし

て仮定してみた｡しかし､研究 2の結果から､教

師の目を通してとらえた学校全体の特徴は学校間

の生徒の違いに反映する部分があることが示唆さ

れた.ゆるい形であれ､教師集B]の在り方が生徒

全体の活動や人間関係に直接間接に関わることが

示されたことは重要である｡組織としての学校が

持っ生徒への影響力の違いは､学校文化といわれ

てきたものであろう｡こうした学校文化を背景に､

個々の教師の個性が独自の教育的効果を生み､生

徒に及ぼす影響の違いを生じるのであろう｡研究

3では､教師の持っ個性的な特徴が､担任する生

徒の人間関係や諸活動とどのように関わっている

のかを事例的に明らかにする｡

方 法

研究 2で得た3校12クラスの教師と生徒の回答

をもとに､特徴的な認知をしている教師を数名選

定し､それぞれの教師の担任するクラスの生徒が､

教師の特徴を反映する認知の違いを示すか否かを

*栗橋東中学校

**埼玉大学教育学部教育心理学講座

事例的に検討する｡

結 果 と 考 察

1 教師 ･学級の事例的研究

ここでは､本研究の中学校 3校の中から4名の

教師とその教師が担任する4学級を抽出して､教

師と生徒の関係を見ていきたい｡

(1)事例の抽出

本研究で示された教師の職場雰囲気認知の3因

子と教師行動場面の10因子について､ 3校中で担

任教師をおこなっている11人の評定値を表 3-1､

2に示す｡

3校いずれの学校からも事例を検討できること

を前提に､11人の教師の中から､雰囲気認知の傾

向を観点として､A,B,C,Dの4人の教師を

取り上げることにする｡A,B,C,Dの4人の

表3-1 担任の職場雰班気の評定値

教師 A B C D E F G H I ∫ 氏

親和 ･開放性 3.444.675.785.785.783.785.225.335005.675.67
取り組み姿勢 3.672.335.336.005.335.674.675.335.005.335.33
成長 ･活動 3.463295.145.295.293.864.434.864.145.145.00

表3- 2 担任の職場行動場面の評定値

教師 A a C D E F G H I J K

因子 Ⅰ 3.001.603.903,603.203.403.302.702.903.303.00
因子Ⅱ 3.502.674.333.173.504.003.502.673.003.003.67
因子Ⅲ 2.202.202.002.282.003.603.203.002.202.202.40
因子Ⅳ 3.254.254.004.004.004.004.004.754.753.504.00
国子V 2.503.383.753.753503.003.253.882.883.253.25
因子Ⅵ 3.003.002.502.752.504.502.503.002.253.002.50
因子Ⅶ 2.171173.673.673.002.831.832.673.333.673.67
因子Ⅷ 2.002.184.003.002.552,182.82
因子Ⅸ 2.003.331.333.334.002,332.00
因子Ⅹ 044083043nU4306304406A

小

(症)因子1 校長の教育理念 因子Ⅱ 指導の主体性 因子Ⅲ 個人重視の学級
因子Ⅳ フォーマル討論 因子V 親和的まとまり 因子Ⅵ 管理統制
因子Ⅶ 指導の意思疎通 因子Ⅶ 授業･研究交流 因子Ⅸ 教師の自立性
因子Ⅹ 仕事上のましまり
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教師の職場雰Bfl気認知の違いと教師行動場面の違

いを図 3-1.2に示す｡図3-1から､職場雰

FI

図3-1 担任教師の職場雰囲気認知
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図3-2 担任教師の行動場面認知

囲気の3因子全体において､A､Bの教師が比較

的ネガティヴな傾向を示し､C､Dの教師が比較

的ポジティヴな傾向を示しているといえよう｡図

3-2から因子ごとに見ていくと､F1.､F7.､

F8.で､A,Bの教師が低 く､C,Dの教師が高

く認知しており､FIOでA,Bの教師が高く認知

し､C,Dの教師が低く認知 している｡つまり､

所属校においてA･Bの教師は､校長の教育理念

の反映と生徒指導や授業に関する教師同士のコミュ

ニケーションは低いと認知する傾向が見られる｡

しかし､雰囲気認知においては､ある程度はっき

りとした傾向が見られるのに対し､行動場面に関

しては､図 3-2を見てもわかるように複雑な様

相であることを確認しておく必要がある｡

(2) 教師の担当する学級の生徒に見られる差異

先に抽出された4人の教師の担任学級について

見ていく｡各学級は担任教師に対応するようA,

B,C,Dとする｡各学級の学級雰囲気､学級構

造､生徒モラールの各因子の平均値を表 3-3,

4,5に示す｡

表3-3 4学級の雰囲気認知の平均値(SD)

教 師 (N) 安 心 規律性 活動性

A 38 4.69(1.12) 4.19(1.05) 4.78(1.14)
B 39 4.82(1.03) 3.67(1.21) 5.00(1.00)
C 24 4.95(1.08) 4.21(0.98) 5.03(1.17)
D 39 4.81(0.97) 4.70(0.84) 5.07(1.ll)

表3-4 4学級の学級構造の平均値(SD)

･ 若監 受容 習讐 学級内- 教師の統制

8 3.09(0.89) 4.26(0.77) 2.41(0.83) 3.74(0.73)
9 3.02(0.89) 4.33(0.63) 2.96(0,89) 3.44(0.96)
5 3.39(0.98) 4.43(0.55) 4.19(0.79) 3.92(0.86)
9 3.19(0.72) 4.57(0.57) 2.38(0.81) 3.51(0.71)

･ 嘉競 り 許容 ･安心 窒蓋者との 敵対

8 2.97(0.93) 3.84(0.93) 2.54(0.86) 3.04(1.12)
9 3.28(0.80) 3.56(0.84) 2.78(1.06) 3.55(0.97)
5 3.42(0.78) 3.94(0.85) 3.62(0.90) 3.23(0.87)
9 3.29(0.96) 3.28(1.00) 3.21(1.03) 2.90(1.16)

表 3-5 4学級の生徒モラールの平均値(SD)

N 存在感 表裏
担任への 担任への
親和 依存

8 2.86(0.88) 3.33(0.97) 2.64(1.16) 3.45(0.72)
9 3.21(0.96) 3.88(0.87) 2.22(1.15) 3.01(0.87)
5 3.01(0.71) 4.23(0.65) 2.80(1.35) 3.28(0.79)
9 2.68(1.00) 3.73(0.82) 3.96(0.97) 2.90(0.87)

･ 芸琵からの 向学習性 讐 :? 遊離

8 3.27(0.96) 2.76(1.01) 2.94(0.91) 3.43(1.09)
9 2.94(0.93) 3.36(1.01) 3.28(1.00) 3.72(1.08)
5 2.98(0.95) 3.38(0.91) 3.34(0.98) 3.40(1.03)
9 2.94(0.96) 3.26(0.86) 3.35(0.78) 3.26(1.25)

次に､上記の3項目について､各学級間に差が

ある否かを検討した｡学級雰囲気の3因子を従属

変数とし､学級 ･性別の2要因を独立変数とした

多変量の分散分析をおこなっを｡その結果､学級

の主効果は有意(ユニ0.75,ラオR(9,316)-4.37,p<.

01)であったが､性別の主効果､両要因の交互作

用効果は有意ではなかった｡そこで､学級を独立

変数とし､各因子を従属変数とする分散分析をお
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こなった結果､因子Ⅱの平均値に学級間で有意な

差(F(3,136)-6.52,p<.01)があることが示された｡

テユーキーのHSD法による多重比較 (以下､下

位検定とする)の結果､学級Bと学級Dの間に平

均値の差(p<.01)が認められた｡ 結果を図 3-3
に示す｡学級雰囲気の因子Ⅱ 『規律性』のイメー

ジについて､学級Dが高く認知 し､学級Bが低 く

認知 している｡

A B C D

図3-3 学級雰囲気因子Ⅱの学級差

次に､上記と同様の手続きで､学級構造につい

て多変量の分散分析をおこなった結果､学級(入-

0.37,ラオR(24,366)-6.18,p<.01)と性別(A-0.88,ラ

オR(8,126)-2.23,p<.05)の主効果は有意 であった

が､両要因の交互作用効果は有意ではなかった｡

そこで､学級を独立変数､学級構造の各因子を従

属変数として分散分析をおこなった結果､因子Ⅲ

(F(3,137)-29.35,p<.01)､因子Ⅳ(F(3,137)-3.62,p<.0

5)､因子Ⅶ(F(3,137)-7.41,p<.01)､因子Ⅷ(F(3,137)-

2.75,p<.05)の平均値に学級間で有意な差があるこ

とが示された｡下位検定の結果､因子Ⅲで学級A-
D間以外のすべて､因子Ⅵで学級D-A･C間で､

因子Ⅶで学級A-C･ D間､学級CID間で､

因子Ⅶで学級B-D間で､それぞれ平均値の有意

な差が認められた｡結果を図3-4に示す｡図か

ら学級Cにおいて､ポジティヴな因子の数値が高

い｡学級Cでは､親和的な学級活動がなされ､学

級内における協調的なムードが感じられる｡

最後に､同様の手続きで生徒モラールについて

分散分析をおこなった結果､学級(A-0.48,ラオR

(24,366)-4.36,p<.01)と性別(A-0.81,ラオR(8,126)-

3.80,p<.01)の主効果は有意であったが､両要因の

交互作用効果は有意ではなかった｡そこで､学級

FⅥ

図 3-5 4学級の生徒モラールの差

を独立変数､生徒モラールの各因子を従属変数と

する分散分析の結果､因子Ⅱ(F(3,137)-6.17,pく.01)､

因子Ⅲ(F(3,137)-16.47,p<.01)､ 因子Ⅳ(F(3,137)-

3.52,p<.05)､因子Ⅵ(F(3,137)-3.35,p<.05)の平均値

忙学級間で有意な差があることが示された｡下位

検定の結果､因子Ⅱで学級 A-B･C間に､因

子Ⅲで学級Dが他の3学級に対 し､因子Ⅳで学級

A-D間に､因子Ⅵで学級A-B間に､平均値に

有意な差が認められた｡結果を図 3-5に示す｡

学級Dの評価値が因子Ⅲできわめて高いことから､
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学級Dの生徒が担任教師に対 して好感を示 してい

ることがわかる｡また､学級Dでは因子Ⅳが低い

ことから､周囲に依存する傾向の少ない､ある程

度自立的な生徒像が伺える｡

(3) 教師 ･学級の対応関係

雰囲気のイメージについてみると､教師の職場

雰囲気認知と生徒の学級雰囲気認知にある程度の

対応が見られる｡学級雰囲気で差の見られたもの

は 『規律性』因子であるが､この因子の肯定的な

面だけ取り上げれば ｢まじめな｣､｢きびきびした｣､

｢まとまりのある｣などが並ぶことから､教師の

『取り組み姿勢』因子と関連が考えられる｡そし

て､教師Bは､本人の所属校の雰Bfl気認知と比較

しても低 く認知 し､教師Dは､所属校と同様高く

認知する傾向を示 していた｡この因子に限れば､

学級Bと学級Dを比較 してみると､教師の雰囲気

認知が高い学級では､生徒の学級雰囲気認知も高

くなっている｡また､教師行動場面では､教師C･
Dが職場において､校長の教育理念の反映を高 く

受け止め､生徒指導や授業などで教師同士のコミュ

ニケーションがよく行われていると認識 している｡

こうした､教師の雰囲気認知 ･行動場面である程

度高く認知 している教師の学級の中で特徴的なも

のは学級Cであろうか｡学級Cは､学級構造にお

いて､肯定的な因子で高い認知が見られた｡教師

Cは､先の3因子以外に所属校の傾向と比較する

と､指導の主体性やコミュニケーションの因子が

高い｡ただし､モラールの 『表裏』の因子では､

学級Cが高かったことを考えると､教師の影響力

の働かない学級集団の特質的な面も伺える｡また､

モラールでは学級Dが 『担任への業師口』因子にお

いて高い認知を示 した｡教師Dは､比較的､教師

行動場面でも肯定的なとらえ方をしていることか

ら､教師の学校認知との関係性が考えられる｡も

ちろん､教師の職場雰囲気､教師行動場面の認知

が高い学校でも､逆のとらえかたをしている教師

は存在 しており､それを考えれば､この場合､教

師個人の特性も大きいと思われる｡

教師とその教師の担任する学級を見ていくと､

多くの変数のかかわりが考えられ一概に結果を結

論的言い得ない｡本項目では､全体として､雰囲

気や行動場面について慎重な見方をしている教師

の学級では､その学級成員である生徒が同様な認

知をする傾向があるとも言える｡或は逆に､そう

した傾向の学級を担任することで､教師が同種の

傾向を示すのかもしれない｡これは肯定的な認知

傾向を示す教師の場合も同様であろう｡また､こ

うした担任教師が所属する学校との関係で､学校

全体では肯定的な認知傾向を示す学校でも､それ

とは逆の傾向を示す教師もいる｡一方で､生徒も

担任教師の多くの影響が考えられるのと同様に､

その影響を受けず生徒集団の中から形成されるも

のもある｡こうした点を考慮すると､教師の学校

認知を含めた担任教師と個別の学級との関係は､

多くの変数が関与 し一般に言われるよりも複雑な

ものといえる｡

全体的考察

本研究の目的は､教師集B]のまとまりを軸に､

学校の雰囲気や教師集団の特性 ･教師行動につい

て教師がどう認知 し､そうした教師が生徒との関

係をどうとらえているか､また､こうしたことを

実証的に考察するために生徒の学校認知を明らか

にしながら､これらの関係について究明すること

であった｡

教師の学校認知として､職場雰囲気のイメージ

において 『業師口開放性』､『取り組み姿勢』､『活動 ･

成長』の3因子が抽出された｡これについては､

柿(1994)が兄いだした ｢官僚制化｣と ｢情緒充足｣

が 『親和開放性』の一部を､｢遊離化｣の一部が

『取り組み姿勢』に､｢成長志向｣と ｢自律志向｣

が 『活動 ･成長』にそれぞれ近いと思われる｡ま

た､吉田ら(1995)が兄いだした ｢開放性｣は 『親

和開放性』に､｢成長性｣は 『活動 ･成長』に近

いものとなった｡因子抽出以前の下位質問項目の

平均値から見ると､教師による職場イメージは､

若干保守的で､自由で民主的､親密で協調的といっ

た形容詞が並び､全体としてポジティヴな職場イ

メージでとらえていた｡抽出された因子について

も､平均値で見ると同様にポジティブな傾向であっ

た｡

次に､教師行動場面については､佐古(1990)の
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組織構成次元 4因子や吉田らの組織風土の構造次

元 5因子が兄いだされたのに対 し､10因子を抽出

した｡本研究では主に､教師の行動場面として位

置づけ､学校組織 ′教師集団において､教師が認

知する各行動場面ととらえた｡ ここでは､『校長

の教育理念の反映と教師活動』､『教師の指導の主

体性』､『個人に比重を置いた学級経営観』､『フォー

マルな話 し合い』､『親和的まとまり』､『管理 ･統

制』､『生徒指導面の意志疎通』､『授業 ･研修に対

するコミュニケーション』､『教師の自立性』､『仕

事上のまとまりへの理念』の10因子とした｡本項

目に関して､全教師の平均値で見ていくと､『フォー

マルな話 し合い』､『仕事上のまとまりへの理念』

がやや高 く､『授業 ･研修に対するコミュニケー

ション』､『個人に比重をおいた学級経営観』がや

や低いという結果だった｡本調査においては､中

学校教師は､教科外の指導や教材について情報交

換を比較的協力的におこない､学級の問題に関し

てもよく話 し合いがなされている｡また､教師の

まとまりを願望的にもち､生徒の問題行動などに

あたっていこうととらえる傾向が見られた｡反面､

学級経営は､個別的なものより学級全体の視点を

もち､教師間での授業についてのコミュニケーショ

ンはそう高 くはなく､慣習的に研修がおこなわれ

ているようにとらえる傾向が見られた｡

本研究では､これら教師集団の組織的構成とそ

こに所属する教師の認知について､事例的に中学ノ■
校 3校を比較検討することでいくつかの知見を兄

いだした｡まず､教師が職場雰囲気 3因子全てに

ついて肯定的にとらえることは､教師行動場面の

『親和的まとまり』を高 く認識することと関連が

あると考えられる｡『親和的まとまり』因子は､

質問項目から職員にうちとけた雰囲気があり､職

員会議で斬新なアイディアが採用され､学校 ･学

年と自分との葛藤は少なく､一体感があるなどか

ら､学校へのコミットメントの度合いを表す因子

ともいえるoまた､教師への ｢教師集団がまとまっ

ているとはどういうことか｣についてたずねた自

由記述に ｢職員室がなごやか｣なことや ｢お互い

に認めあって｣､｢雰囲気がよい｣などが認められ

ることから､親和的雰囲気を含んだまとまりとと

らえることもできる｡そして､職場の雰囲気を肯

定的にとらえることと､この 『親和的まとまり』

と に 高 い 正 の 相 関 (Fl r-.69,p<.001; F2

r-.48,p<.001;F3r-.68,p<.001)が認められた｡ こ

こでは明確な因果関係は示せないが､親和的なま

とまりを高いと認識する教師は､職場雰囲気を肯

定的とらえることとっながるのかもしれない｡も

ちろん､逆なのかもしれないが｡また､『親和的

まとまり』は､学校変革や教育目標への職務遂行

に直結するような凝集性にそのまま結び付 く性質

のものではなく､むしろ教師が組織的に取り組む

上での最も基本的な要因の一つとも考えられる｡

それゆえ､教師集団の組織的役割遂行場面のまと

まりと異なり､インフォーマルな側面とも考えら

れ､そうした集団を形成する要因ともなり得る｡

親和的なまとまりは､久富(1988)の学校組織風土

の中の教師集団に見られるような ｢ぬるま湯型｣､

｢葛藤型｣や小野(1994)の学校組織特性と教授行

動に見られる教師集団の ｢停滞型｣､｢保守安定型｣

など､ネガティブな教師タイプの規定要因の一つ

となる可能性はあるが､一面的な見方は謹むべき

であろう｡親和的なまとまりと教授行動が高く結

び付 くことで､教育的効果という点でより高次な

組織特性を教師集団として生み出すことにもなる

からである｡

一方で､『親和的まとまり』は､教師の心理的 ･

精神的安定に寄与 しているのではないだろうか｡

中島(1994)は､東京都教職員互助会三楽病院精神

神経科の入院症例の調査の中で､教師のス トレス

は大多数が職場内のもので､ストレスの種類とし

て ｢同僚との人間関係｣を4割と報告 している｡

また､鈴木(1992)は､教師のバーンアウト研究の

中で､バーンアウト強度の高い教師ほど､管理職

や同僚との人間関係が劣悪化 している傾向を示す

と指摘 している｡さらに､田尾(1987)は､その研

究の中で､バーンアウトはヒューマン･サービス

従事者に頻発し､そのス トレスの軽減に重要な位

置を占めるのは配偶者であるとの結果を兄いだし､

こうした対人的職業では､ス トレス軽減に有効な

同僚への自己開示はしにくいと分析 している｡本

研究の ｢癒 し｣に関する自由記述でも ｢夫に話す｣､

｢家族に話す｣などが散見されたが､｢同僚に聞い

てもらう｣等も見られたことから､この場合はス
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トレス軽減の･-つの方略が取 られていると考えら

れる｡また､教師の自由記述の中の ｢どのように

癒されるか｣の問に対 して ｢同僚に話を聞いても

らう｣等が多く見られたが､こうした情緒的サポー

トが教師集団のまとまりの項目とも関係すること

を伺わせた｡それは､教師の自由記述の ｢教師集

団のまとまりとはどういうことか｣の問に対 して

｢悩みが話せる雰囲気があり個人的なっながりが

できている｣､｢教師間の人間関係がスムーズ｣､

｢和気あいあい何でも話せる｣なども認められる

ことから､教師集団としてのまとまり自体にも親

和性の姿を伺うことができる｡こうしたことから､

『親和的まとまり』は､教師にとって､まず職場

が安心できる場であるといった､教師の精神的安

定の次元とも言える｡浦(1991)は､小 ･中 ･高校

の教師を対象としたソーシャルサポー トの調査か

ら､上司や同僚からの情緒的サポートや道具的サ

ポートを受けるなど対人環境に恵まれていること

は､情緒的消耗を防ぐのに有効であると述べてい

る｡『親和的まとまり』にもこうした情緒的ある

いは道具的サポートの側面があると考えられる｡

さらに浦は､情緒的消耗の低減は同時に､個人達

成意欲も低減させる危険があることも述べている｡

その危険を回避するには､教師個人の問題解決に

向けた積極的な動機づけが重要と指摘 している｡

つまり､甘え意識に基づくような他者への依存と

してのサポート獲得では意味がないということで

あり､『親和的まとまり』には､こうした側面 も

あることを考え合わせておく必要があろう｡

次に､教師の学級経営観と管理 ･統制感の認知

について､3校の比較から次のようなことが兄い

だせた｡本研究の教師の側面でA校とC校を見て

みると､職場雰囲気認知において差が見られ､A

校が低 くとらえていた｡C校の特徴としては､結

果と考察でも述べたように､『管理 ･統制』因子

への教師の認知が特に低 く､教師全体の結果と比

較 しても低いのである｡つまり､C校の場合､ほ

とんど校長や組織からの管理 ･統制感を感 じない

ことと雰囲気認知の高さに関連があると考えるこ

ともできなくはない｡また､『管理 ･統制』への

認知の高いA校では､『個人に比重をおいた学級

経営観』が､『管理 ･統制』の認知の低かったC

校 より高 く認知 されていた｡ これは､Deciら

(1991)の指摘する､教師が自分たちの上司や組織

による管理や統制感を強く認知するほど､児童や

生徒に対 してより管理的 ･統制的に行動する傾向

があるという結果とは､ある面､逆の結果が示さ

れたことになる｡このことについては､一概に､

アメリカの研究との比較は難 しい｡ しかも､彼ら

の研究は､教師に期待される要請をモチベーショ

ンの文脈でとらえた研究である｡彼らの研究では､

校長の管理 ･統制は､生徒の学力水準の向上とし

て語られ､それを圧力として認知する程度が高い

教師ほど､児童や生徒に対 して統制的な傾向が見

られるとしている｡ただし､教師が圧力と感 じる

要請は､校長以外にも､関連機関や保護者グルー

プからも′あることに言及している｡この点は日本

も同様であろう｡こうしたことは､一般に､学校

教育での目的が明確で､幼少期より子どもの自律

を横棒するアメリカとわが国の相違であり､こう

した点も､本研究で逆の結果を示 した理由の一部

にはなるのではないか｡また､日本での校長のリー

ダーシップの側面について､測上(1993)は､校長

のリーダーシップ研究の中で､教師は学校活動全

体について､校長の強いリーダーシップを期待す

るが､学級活動ではそれを期待しない傾向にあり､

とりわけリーダーシップのP行動に顕著であると

述べている｡確かに学校現場においては､専門的

自律的部分として教師の授業や学級経営の具体的

場面にまで､校長がかかわることは少なく､まし

て､目標として学力向上の具体的指標や学級の具

体的な経営技術を目標とすることは極めて少ない｡

こうした点で､日本とアメリカの校長の管理 ･統

制の質的な内容は異なることからも､本研究結果

との相違を解釈できるのではないか｡

ここでさらに､教師が 『管理 ･統制』を強く感

じ 『個人に比重を置いた学級経営観』を高く認知

するA校と､これとは対照的な見方をしているC

校の相違についてもう少 し考察を深めたい｡教師

が管理 ･統制感を強く感 じることは､管理 ･統制

について強く意識 していることであり､こうした

教師が､全体指向的に学級経営を進めていくとは

考えにくいということもある｡さらに､生徒の学

校認知として､A校､C校を見ると､学級構造の
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『固定的リーダー』と生徒モラールの 『集団離脱』

の因子のみが､両校に限った生徒の学級認知の差

であった.『固定的 リーダー』では､A校が低く､

C校が高 く認知 していた｡『集団離脱』では､A

校が高 く､C校が低く認知 していた｡これは､教

師が個別指向的な傾向の学級経営観を持っA校で

は､学級内にリーダーとなる生徒が固定的に数名

だけ存在するのではなく､諸活動場面によるリー

ダーの変更が生徒に認知されていることを示唆す

るものであろう｡『集団離脱』に関 しても､学級

内の同調性が強く働かないため､学級との一体感

が生徒の行動を規制せず学級外に広く交流を求め

た結果と考えることもできる｡こうしてみると､

個別指向的なA校の教師の下で､比較的自由度の

高い生徒行動が取られているといえるかもしれな

い｡逆に､教師が全体指向的な傾向の学級経営観

を持っC校では､学級維持のための組織は重要性

を帯び､そのため数名の生徒が リーダーとして固

定的に生徒に認知されることは充分考えられる｡

また､こうした教師の下で､集団の凝集性が高ま

れば､『集団離脱』の傾向は少なくなるといえる｡

こうしてみると､C校では､学級のまとまりの高

い生徒集団が維持されていると言えるかもしれな

い｡ しかし､これらを違った視点でとらえれば､

A校生徒は､まとまりのない規律意識に欠けた学

級を形成 し､C校生徒は､集団の強固な同調性の

下､精神的に圧殺され葛藤を生 じている生徒が存

在 しているのかもしれないという見方 も可能であ

ろう｡全体として､教師の行動場面認知と学級経

営観をとらえていくと､佐古(1995)の､組織とし

ての共通性を志向する傾向が強い学校では､相互

調整や集団性を重視する傾向が生 じ､個別的な裁

量性が高い学校では､個別的関係を重視 し子ども

の独自性を引き出そうとする指導観が形成される

ということを､本研究では､生徒の学級認知も含

めて部分的に支持する結果となったともいえるだ

ろう｡

生徒項目の3校比較で､生徒モラールの 『向学

習性』をみるとA校が低かった｡ここでは､学習

を ｢学校での勉強｣ととらえているので､その場

合､A校生徒の学習意欲は3校中では低いことに

なる｡これについては､全生徒の学級構造項目と

生徒モラール項目の各因子の相関を見てみると､

『向学習性』は学級構造項目の多くと相関を示し､

特に 『まとまり･活動性』との正の相関(r-,51,P

<.001)が高かった｡学校教育における学習とその

形態としての集団との関係性を伺わせている.学

校教育では ｢生徒の個性｣や ｢個別的な学習｣が

叫ばれて久 しいが､生徒の学習には､学級集団が

意味をもち､その凝集性の高さも関係 しているこ

とを示唆している｡生徒にとって学級という集団

への帰属の上に､学校での学習が位置づけられて

いるのだろうか｡学習との関係は本研究では不明

だが､生徒の自由記述の中には､｢学校は嫌い､

けど友達がいるからいく｣や ｢クラスに行けば友

達に会えるので楽しい｣､｢今の学級がすごく楽し

いから学校に行きたいと思う｣､｢学級が明るく楽

しいと･･･だから学級というのはとても大切｣

などの記述が見られる｡学校教育においては､生

徒にとって学習の前提として友人や学級の重要性

があることを示唆している｡ただし､現在言われ

ている ｢不登校｣や ｢いじめ｣､｢学級崩壊｣とい

う形で､集団に添えない子どもたちがその存在を

語っているとすれば､一面的に学級集団の高い凝

集性を目標とすることには､慎重でなければなら

ず､今後の学級経営においては､さらに考察を深

めなければならないと考える｡

結果でも取り上げたが､ここでまた､B校を取

り上げてみる｡学級構造面でB校生徒は､教師の

受容的態度と統制的態度のどちらも高く認知して

いた｡そして､学級内は親和的であると認識して

いた｡『学級内親和』に関 しては､その質問項目

から生徒集団の中で独自に形成されてきたものと

いうより､影響という点で程度の差はあろうが学

級に教師が介在 していることで説明できる因子で

ある｡生徒のモラールからは､学級内には､状況

により態度を変える生徒がいるとしながらも学級

へのコミットメントが高 く ｢自分のクラス｣的な

意識が強い､学習意欲もある程度あると言える｡

学級構造のB校生徒の認知は解釈可能な面が見ら

れるが､生徒のモラールに関しては複雑である｡

学級内に生徒にとっては否定的にとらえられる

｢おもてうらの態度｣を取る生徒がいるが､学級

の凝集性はある程度高 く保たれているということ
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習

だろうか｡いずれにせよ学級に対する観察的な面

をもった生徒の存在は伺える｡こうした生徒の結

果から､学級構造面でB校をとらえると､いわゆ

る ｢PM型｣のリーダーシップをもつ教師像が想

像される｡そうした教師が学級経営に際して､生

徒に民主的な手続きを経て学級行事を企画 ･運営

させ､学級内に親和的な雰囲気を作り出している

のかもしれない｡あるいは､生徒の今までの学校

生宿の中で経験されてきたものとして､教師の受

容的な面と統制的な面に関してより意識的なのだ

ろうか｡

では､生徒にこう認知されているB校教師の学

校認知はどうであろうか｡B校教師は､職場雰囲

気を含め全体的には中立的であるというイメージ

を受ける｡その中で､『授業 ･研修に対するコミュ

ニケーション』に関して､ 3校の中でそれを高 く

認知 していた｡B校では､教師同士の授業や教材

に関するコミュニケーションが頻繁になされ､校

内研修等については､通例化 したものではなく変

革的であるべきととらえる傾向があるといえる｡

結果でも述べたように､B校教師の自由記述の中

には､｢学年での飲み会｣や ｢お茶を飲みながら

話を聞いてもらう｣など親睦を深める記述が見ら

れた.こうして醜成された人間関係の上に､職場

で授業等に関するコミュニケーションがなされて

いるのかもしれないが､ともすると､こうした面

は組織内に小集団を形成するインフォーマルな集

団ともなりやすい｡測上(1995)は､集団内の派閥

の存在と情報交換への影響に関する実験で､集団

内に派閥がある場合は､派閥がない場合に比べて､

さまざまな情報伝達の歪み､情報の隠匿がおこな

われやすいと述べ､学校組織にも言及し､インフォー

マルな人間関係は､学校改善の大きな阻害要因と

している｡今回の調査では､調査対象生徒を2年

生に限定 したために､生徒の結果は学年単位であ

り学校全体を表すものとは言えないが､上記のよ

うな親睦の機会をB校教師の学校認知や生徒によ

る結果を総合して考えると､一概に否定的に解釈

することもできないのではないだろうか｡学年で

の人間関係がよいことで､授業展開や生徒指導の

方法や結果について本質的な話 し合いが成立すれ

ば､こうした教師の相互作用は､教育的に大きな

効果を生むと考えられる｡教育現場から見ると中

学の場合､学年は実践的な面での一つの単位と言

える｡まず､学年教師がまとまって生徒にかかわっ

ていくという意識は高い｡学年教師がまとまって

生徒に対 していくことが､教育効果を高めていく

のであれば､官僚性化の一側面であろうが､3学

年それぞれが教師集団としてまとまって教育にあ

たることで､結果として学校の教育効果が高まる

といえる｡反面､｢学年セクト｣の言葉に代表さ

れるように､学年自体がインフォーマルな集団と

なり得る場合も考えられる｡ したがって､学校組

織内での時間的､空間的なまとまりの質や内容が

重要となってくる｡いずれにせよ､先の 『授業や

研修に対するコミュニケーション』因子で表現さ

れるような教師の相互作用が､生徒の学級認知に

影響を与えているとすれば､教育効果という点で

着目したい因子である｡さらには､今後の学校の

個性化の一つの方向を示唆するものと考えられる

かもしれない｡

ここで､教師の自由記述を見ていきたい｡今回､

6項目で調査をおこなった｡略記すると ｢教師集

団がまとまっているとは､どういうことか｣､｢教

師がまとまっているかどうかは､生徒にどう影響

するか｣､｢自主的に､自分の教育方針で活動する

ときの障害は｣､｢職場でつらいと思う場面｣､｢職

場のつらさは､どう癒されたか｣､｢仕事上のこと

で気づくこと｣の以上である｡まず､教師のまと

まりと生徒への影響についてまとめてみると以下

のようである｡｢たとえ自分の意見と違っても｣､

｢教育理念は違っても｣､｢考えは違っても｣といっ

た記述から語られる場合が見られ､これらは教師

のまとまりの前提となるものと考えられる｡次に､

｢自由に意見を交換 し｣､｢他の意見を尊重 しなが

ら｣､｢さまざまな意見が出され｣と言った記述が

あることから､教師のまとまりへの過程ととらえ

ることができる｡次に､｢協働体制がとれる｣､

｢共通意識で生徒にあたる｣､｢共通理解 ･共通行

動｣､｢同一歩調で｣､｢協力しあえる｣といった記

述が見られることから､教雇のまとまりの状態と

考えられ､さらに､｢お互いにフォローし｣といっ

たことが加わる｡そのはかにも ｢信頼関係ができ

ている｣､｢悩みを話せる雰囲気がある｣といった
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記述もあった｡そして､教師のまとまりが生徒へ

与える影響として､｢教師にまとまりがあれば｣

という付帯条件で､まず､教師集団に ｢信頼関係

ができる｣､｢指導が徹底する｣､｢指導に信頼がも

てる｣ことで､生徒に ｢安定感､安定感を与えら

れ｣､｢方向性が示せる｣といった記述があった｡

逆の場合は､｢教師によって対応を生徒が変える｣

などがあった｡記述を概観すると､まとまりの対

象が行事や ｢消極的な生徒指導｣などではないか

と想像せるものが多かった｡教師の組織構造の同

調性や協働性の側面を表すものではないだろうか｡

学校現場から見ると中学校の場合､程度はさまざ

まだろうが ｢学校の荒れ｣を経験 していると思わ

れる｡経験はな くとも､ どの中学校で も今津

(1992)の述べた学校組織文化の ｢黙示的前提｣と

なっているのではないだろうか｡また､秦(1991)

は､小 ･中学校教師を対象とした教師ストレスの

調査の中で､その原因について共に多忙が一位だ

が､二位は小学校では同僚教師なのに対 し､中学

では子どもの問題行動と報告 している｡こうした

ことからも､いかに中学教師が生徒の問題行動に

苦慮 してきたかを理解できよう｡であるなら記述

全体から生徒指導の雰囲気が想像されてもおかし

くはない｡ただ､今後を考えた場合､そうした面

に留まり続けることはどうなのだろうか｡ある教

師の記述の中に ｢教育目標具体化のために各々が

個性を生かし取り組み､各々が互いに刺激を与え

合い活力ある集団｣と述べられたものがあるが､

今後に向けては示唆的な記述ではないだろうか｡

今回の ｢教師のまとまり｣についての記述からは､

多分に行事や生徒指導的な面の反映を思わせるも

のが多かった

次に､その他の記述から､いくつか述べていき

たい｡つらさやその他の項目から比較的多く記述

されていたものは､対教師 ･対生徒の人間関係､

多忙､教師としての力量､校務分掌など組織 ･運

営面に大別できた｡教師の人間関係では ｢わがま

まが通ってしまう｣､｢生徒指導面でのフォローが

ない｣､｢理解が得られない｣､｢校長のリーダーシッ

プ不足､配慮不足｣などでつらさを感 じており､

生徒との関係では ｢生徒と心が通わない｣､｢子ど

もとの考え方のズレ｣､｢生徒が納得できないよう

な理屈で生徒指導｣､｢つまらない顔で生徒が授業

を受けて｣などでつらさを感 じるときがある等の

記述があった｡ しかし､教師がつらさを感じるも

ののうちどちらの人間関係にもかかわるものとし

て､やはり多忙に関する記述が多かった｡｢子ど

もたちと接する時間がない｣､｢学校本来の仕事以

外に時間がとられて｣､｢雑務が多すぎて研修でき

ない｣､｢土日も部活等で時間的､精神的にゆとり

がない｣など多忙､仕事量の多さ､ゆとりがない

といった記述がみられた｡こうした多忙と先の人

間関係を結び付けた記述も見られた｡また､つら

さを癒すものとして ｢他教師 ･家族との会話｣や

｢生徒との接触の中から｣､｢学校外のことに｣な

どがあった｡油布(1995)は､教師の多忙化につい

て､Hrgreaves(1992)の文献などより､職務活動

の変化 ･変質であり､量的な役割の増加ではなく､

前からあ った役割の質の変化が原因と述べてい

る｡確かに､創造的なものから管理評価的な仕事

への移行､生徒個々人への手厚いケアなど質的変

化の一面は自由記述全体からも伺える｡

生徒の自由記述では､｢あなたが､学校生活､

自分たちのことや先生のことについて思っている

ことがあれば自由に記述してください｣という問

いで記述を求めた｡内容としては､否定的な記述

と肯定的な記述に大別できた｡否定的な記述が肯

定的な記述より多く感じられた｡具体的な内容を

大別すると教師 ･校則 ･行事などと､学級 ･友人

関係､学習､自己に関すること等である｡全体と

して､現在の中学生はより複雑で､多くの悩みを

かかえて学校生活をおくっている印象を受けた｡

本研究では､教師のまとまりを軸に､教師の学

校認知と教師行動､それを検証的に見るための生

徒の学級認知を含めてその関係性を明らかにして

きた｡教師行動場面では､10因子を抽出したが､

ここで生徒の学びの視点で考えていきたい｡やや

飛躍するかもしれないが､生徒の不適応の心理的

側面として､学校での人間関係や家庭の状況など

数多くの要因が指摘されるが､学校という限定さ

れる場で考えるならば､生徒の ｢勉強｣に対する

心理面でのス トレスが大変大きなものになってい

るのではないだろうか｡ しかも､小学校 1年 (最

近では幼稚園)からの時間的経過を考えればなお
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さらである｡こうした時間的経過において､生徒

にとってラベリングがより強固なものになってい

くのではないか｡藤井(1997)は､子どもたちの学

校ス トレスの原因として､最もス トレスを感じや

すいのは失敗経験であろうとのべ､Finchら(1975)

の研究などから､特に過去の学業達成場面等にお

ける失 敗経験が学校ス トレスを生み出す大きな

原因となっていると述べている｡生徒の学校での

経過年数を見れば､こうした失敗体験のうえに中

学生はいるということである｡また､本研究の生

徒の自由記述 (学校生活､生徒関係や教師との関

係を問うたものであり､直接､学習についてはた

ずねていない)を見てみると､主に ｢ひいき｣に

関しての教師に対する不満が述べられた場合､そ

の理由として ｢成績のいい人ぽっかりひいきして｣､

｢頑がいい子とかぽっかり｣､｢その子とかは成績

がいい｣などが散見される｡また､単に ｢遊びた

い｣､｢休みたい｣といった記述も見られた｡｢勉

強｣そのものとス トレスを結び付けて記述はして

いないが､不満の記述の深層には､経験的に蓄積

されてきた ｢勉強｣の負のイメージが読み取れる｡

学校システムも含め学校教育の中で行われてきた

｢勉強｣を本当に考え直す時期にきているのでは

ないか｡ここで生徒の側に立って見れば､生徒が

真に追求する ｢学び｣に目を向けていく必要があ

ると考える｡そして､教師集団として取り組むと

き､学級経営に関する指向性や授業に対するコミュ

ニケーションが生徒の学校適応に関して問題解決

の糸口の一つとなるのでないかO確かに､こうし

たことの前提として､教師の人間関係や教師自身

の成長動機は重要である｡ しかし､前提ととらえ

るだけでなく､子供の ｢学び｣の本質に目を向け

た集団としての教師の取り組みと､それは交互作

用効果を生み出すものと考える｡生徒が眼を輝か

せて取り組んだ授業の後､教師は必ず良い顔で職

員室へ戻り､他の教師と会話を交わすであろう｡

これを､教師集団として高められるような関係に

築いていけないだろうか｡そのため には､佐藤(1

992)の指摘する､｢反省的実践家｣の集団は示唆

的である｡佐藤は､現在の教師は技術者としての

教師にとどまり真の意味での専門家ではないと述

べ､Schon(1983)の文献を参考に､教職を複雑な

文脈で複雑な 判断を高度な実践的見識を基礎に

して行っていく職業ととらえ､そうした教師集団

の再組織化を述べている｡ここで､あらためて生

徒の学習を軸に､教師集団がまとまっていくこと

が､学校教育のより高次な目標を志向し､学校の

個性化にもっながるのではないだろうかと考える｡

最後に､本研究にあたって反省点をいくつか述

べたい｡まず､因子の抽出が適切なものであった

か疑問が残る｡因子の解釈に関しても､主観的に

とらえ過ぎてしまっていたのではないだろうか｡

さらに､各因子の信頼性に関しても疑問が残った｡

教師の学校認知と生徒の学級認知を比較検討 した

訳だが､それぞれ個別の尺度を用いて2つを比較

することが適切なものであったのだろうか｡教師

集団を学校組織の観点でとらえたが､であるなら

ば､変数として校長のリーダーシップを含むべき

でTiなかったかOまた､検証的な意味で生徒の調

査をしたが､2年生という一つの学年だけを対象

としたため､学校を捉えた組織特性としながら､

生徒のものは一つの学年となってしまった.これ

では､教師は学校 レベルで生徒は学年 レベルであ

り､検証となっているのか､また､学校と1学年

で整合性が保てるのか疑問である｡今後は､用い

た尺度も含めて因子の抽出の再考と教師集団 ･教

師 ･生徒それぞれに接点をもっ尺度の再考をして

いきたい｡また､校長のリーダーシップの視点を

含めた学校組織の構成の検討をしていきたい｡さ

らに､生徒の調査を検証的におこなうのであれば､

すべての生徒を対象とすべきかも検討 していきた

い｡
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資 料

自由記述 教師

1､教師集団がまとまっているとは､どういうことと考えますか

･教師のそれぞれ個性があり､それが一つになってまとまり､集団として後から力を発揮するのはなかなか大変であ

る｡また､最近は､自分勝手なふるまいをする教師も見られる｡もっと意見を出し合い､話 し合う機会､時間を積極

的に設ける必要がある (回りの目を気にせず自由に)0

･同じ方向性で活動しているとき

･集団行動を取っていること

･話し合いの場面で､自由な意見交換ができ､方針の決定後は方法の別はあっても共通の意識で生徒に接 し､学校の

運営ができること

･一つの物事に全員で取り組むこと

･お互いの指導を尊重し合い､かつ協力し合って仕事ができている状悲

･お互いによい学校づくりを目指してがんばっている｡会話があり､お互いにアドバイスし合える

･学年セクトにならないことだと思う

･信頼感ができているということ､和して同ぜずという状態

･生徒のことを中山こいろいろな話をみんなでして考えること､行事等決まったことを協力すること

･ひとつことにあたるとき､周りの思惑を気にすることなくあたれること､お互いの気持ちがわかり自信をもって指

導できる

･生徒を積極的な状態へ指導しているとき

･自分の意見と違ったものが採用され取り組みが始まったときなど､反対意見の者がより協力的に仕事をこなしてく

れる等

･職場が明るい

･教育目標に向かって協力していること

･同じ目的に向かって自分の力を出し合う､フォロー休制がしっかりとしている

･教師同士が仕事を分担し､お互いにフォローし合える

･学校の課題が明瞭になり､進むべき取り組むべき方向性がはっきりしている､さらにそれについて具体的な方策が

いくつか明らかになっている､加えて各教師がそれぞれの立場から取,り組むよう納得 しておりお互いに認め合うこと

ができる

･教師としての悩みが話せる雰囲気があり､個人的なっながりができる､組織として民主的で活力がある

･互いを認め合おうという態度をもっていること ~

･生徒指導､学年行事等に意志､統一意見が配慮されている

･会議ではさまざま意見が自由な雰囲気の中で活発に出され議論される､方向が決まったら全員が一丸となって取り

組める

･連絡を密に取り合えること､互いの指導やクラス間でのフォローがなされる

･教師同士が共感的理解をし合い､物事に建設的取り組んでいこうとする姿勢

･教育理念が異なる集団ではあっても､それらを互譲協和の中から融和させる何かがあることが大切です､したがっ

て生徒一人ひとりへの行動理念が統一されていれば学校は不動です

･一つの事に対し意見交換が十分にされ全員が意欲的に実践している､また対処が早いこと

･こういう生徒を育てたいという目標やねらいに向けて全職員が取り組んでいる様が見られる

･共通理解のもとに同一歩調で指導にあたること､ただし教師個々の自主性や主休性が尊重されながらという条件が

付く

･いろいろな場面においてフォローのできる関係であること､一つのことを全員で (生徒や教師が共に)教育効果が

得られるような取り組みのできること､共通理解､共通行動､共通指導ができること

･利害 (感情とかも含めて)をこえて意見交換や選択ができる

･自分の意見をはっきり示し話 し合いを通して相手の考えも理解し､最終的には生徒の立場に立って最善の方法を考

えられるような人間関係

･少なくとも学校学年等での問題に全員で向かっている､教師間の人間関係がスムーズで活発である

･同じような考え (部活､趣味､飲み仲間等)で一部がまとまっている状態は本質的なまとまりではない､教師間に

排他的な雰囲気を作り上げてしまう､さまざまな価値や人間性がお互いに認め合えることが大切である

･教育効果が高まる
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･十分意見交換を行いお互い納得 して事が決定し､それが全員で実行され効果を上げて行くこと

･生徒指導を担任の立場に立って共に考えて行っていけること

･共通理解がされ協力して指導 し合う

･情報交換が会議の場だけではなくなされ常に意見を出し合って生徒にとってベターな選択をする

･教師一人一人がお互いの個性を認め合っていくことそれぞれのやる気を互いに尊重する

･和気あいあい何でも話せる､決まるまではもめても決まったら一致 してことにあたる

･共通理解と協力体制ができていること

･指導場面や行動 ･取り組みなどを行う時に､各自の考え方は違っても協調性をもってある程度同じ歩調で行って行

くこと､仕事が大変なときは進んで助け合う､生徒指導などでフォローし合う

･同一歩請で行事や生徒指導に取り組む､つまり教師間の連絡が密に取れていること

･一つの目標に対 して､組織の連携が取れていてみんなが熱心に取り組んでいる､職場の雰囲気がよく普段は和やか

である

･教師一人一人の考えはあるが､その中で学校として最善のことは何かを考え一つの方向に向かって同一歩調､共通

理解できている状態

･児童生徒との様々な活動あるいはその計画準備において､児童生徒と一緒に苦労 し喜びを実感しようと共に力を注

ぎ尽くしている教師の集まりであると考えます､様々な活動とは諸行事に止まらず授業､給食､生徒指導などあらゆ

る内容について本気で取り組む大人の集団であるとも考えます

･それぞれの教師が自分の役割を確実に行っている､職員室等で生徒の情報交換が形式的ではなくちょっとした会話

の中でよく行われる､お互いを精神的にも仕事上でもフォローしあう雰囲気がある

･男女の差なく生徒指導にあたれること

･理想とする生徒像に対して全員が同じ指導をしているとき

･リーダー (主任､校長)を中心に意見交換が進み行事等では各職員の分担が明確化され指示伝達が事前にしっかり

行われている､その上でお互いに協力していこうとする心のつながりがあれば集域がまとまって行動できると考える

･教育に関することでなくても雑談として話すことができる 一

･教育目標の具体化のために各々が個性を生かし取り組み各々が互いに刺激を与え合い活力ある集団

･教師の個性が生かされながらも協調性がここ一番で発揮されること､指導方針や指導法に統一性があること

･共通の目的に向かって生き生きとしている学校

いろいろな面で共通理解ができておりお互いによい影響をおよぼし合ったりアォローしあったりして支え合う関係が

できている

2､教師がまとまっているかどうかは､生徒にどう影響すると考えますか

･指導の統一 (接 し方)ができないので生徒も混乱する､授業内容の定着も含め効果があがらないのではないか

･教師に対する信頼感につながってくる

･まとまっているほうがその教師集団の価値観が浸透 しやすい

･自主的自立的に活動し意欲的な活気があふれる集団を目的していける雰囲気が生まれてくる

･生徒も混乱しないですむ

･指導の一貫性があることにより生徒が安心 (信頼)感をもっことができる､仲がよい職場で安心できる

･まとまっていれば安心まとまっていないと不安､生徒には大きな影響を及ぼすと思う

･よい影響を与える

･生徒の健全な成長によい影響を与えると思う

･教師がまとまって一生懸命やっているところを見せることが大切だと思う

･教師がまとまっていることは､指導が徹底しやがては生徒全体のまとまりにも通じていくと思う

･まとまっていれば生徒へはよい影響を与えると考える一面､教師の個々にはそれぞれの考え (多様な価値観)をもっ

ているということと､それを指導の際には一つにまとめて行っていることもわからせたい

･指導にズレが生 じ子供の教師に対する見方が力関係だけで判断するようになる､民主性がっいていかない

･生徒が生き生きし非行もない

･教育効果を上げる､バラバラでは教育効果がかなりうすい､よわいと考える

･違うことを言ったりやったりすると､生徒に人間性も見すかされてしまうことにより信頼関係笹築きにくい

･学年や学校でのいごごちの良さ､統一 した指導による安心感安定感があると思う

･生徒も望ましい成長への方向性をはっきり認識できるようになり迷いがなくなる､大まかな方向性がはっきりして

いれば細かいところで試行錯誤をおこなうことがかえって望ましい活動や学習になると思う

･指導に自信がもて､生徒への信頼も深まる
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･安心感をもっことができる

･生徒指導に対し指導方針が決まらない

･精神的に安定した学校生活ができるようになると考える

･教師がまとまっていると生徒と教師の間も親密になると思う

･教師のまとまりは生徒指導上効果を高めると考えます､まとまった教師集団が同じことを言えば指導としては強く

なるだろうし多少違ったことを言ったとしても指導の幅になると考えます

･家庭内と一緒です､和やかな雰囲気の中で人が育てられることが何よりです､学級学年学校の中に団饗があるか否

かは大きな影響を与えます

･指導が一致しているので生徒のとまどいが少ない

･特に生徒指導では影響が大きい

･まとまっていれば､一つの方向性がみられ生徒が安心する､生徒ひとりとりをたくさんの目で見ることができ個性

を重視できる､まとまっていないと､先生によって言うことが違ったり指導が違うととまどう､学級王国をっくって

しまったり場当たり的な指導になってしまう

･仲が悪いと学校が荒れる

･雰囲気や力関係みたいなものをよ-みていると思います､影響は大きいと思う

･教師がまとまっていないと生徒に対する指示がばらばらになり生徒は教師に対して不信感をもつと思う､教師に対

する信頼感がもてなくなると教師に反発したり生徒間のまとまりも育たないと思う

･教師､学校への信頼感をあたえるものと考える

･教師の指導が弱くなる､生徒が教師を選ぶようになる

･生徒が荒れる原因となる

･生徒はとても鋭い目で見ておりそれが教師に直接はねかえってくる時がある､｢先生たちはまとまっている自分たち

がわがままを言ってもダメ｣と感 じているようだ､教師がばらばらだと弱い先生に不満が集中しそこからくずれてい

く

･子供達のおもいやりの気持ち

･大人であるかぎり影響はしない

･教師が個人としてではなくまとまりがあるということは結局生徒のことをいかに考えるかのまとまりだと思います､

生徒にとって良い影響があると考えます

･かなりいろいろな事まで影響すると思う

･特に関係ない

･特に関係はない

･まとまっているととてもいい影響を与える

･特に生徒指導などでは教育効果が大きい

･同一歩調で指導していくことが生徒の信頼につながると考えます､教師同士が余り仲がよくないことなどは生徒も

敏感に感じ取るようです

･かなりある､職員が学校に不満をもっているとていねいな指導ができない

･教師に対する態度が変わる､全体での活動にまとまりがなくなる

･学校の教育理念､方針が生徒に伝わり生徒育成の点からより良い影響があると考える

･人としての生き様を知らず知らずのうちに生徒達は教師から吸収するのだと考えます

･職員室の雰囲気がよくまとまっていると生徒との関係も良好になる

･学校全体に活気があるかどうか或いは生徒が落ち着いて生活できるどうかに大きく関係する

･生徒の気持ちが不安定になりがたである､教師不振におちいることが十分考えられる

･共通理解共通行動での指導ができない場合子供達が教師への不信感を抱 く､信頼できる教師と信頼できない教師が

できることは生徒への指導が入らなくなる

･よい方向へ向かうと思う

･生徒数が多いほど教師がまとまっていなければ生徒に与える影響は大きいと思う､教師への不信感がつのれば強い

指導が必要なときに生徒に通らなくなってしまう

･生徒に安心感を与え指導効果も倍増する

･友好的親和的雰囲気が生徒に伝わり生徒同士､生徒と教師の人間関係を和やかなものにする ｢先生たちが仲良かっ

たんで俺達悪いことできなかったよ｣という卒業生の声があった

･生徒の生活に落ち着きを無くし生徒に不信感をつのらせてしまう

･当然指導も同じようにできるため生徒は教師によって対応に差もでなくなる､教師も仲良かったら生徒も仲良くなる

･非常によい影響を与える

･教師の考えや指導が一人一人の生徒に浸透するかどうかにかかわる､それが積み重なることによって最終的に学校
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としてのパワー雰囲気に大きな差が出て来ると思われます

･まとまっていない学校こそ荒れている学校

･生徒に安心感を与え安定した学校運営ができるため生徒の行動にも落ち着きが見られるようになってくる

3､教師が個人として自主的に､自分の教育方針で活動しようとするとき障害となることはどんなときと考えますか

･考え方の違いから足並みがそろわないことがある

･そういう教師は異端視されていると思います

･個々に任される指導の範囲が不明確で全体の歩調を乱すと思われる状態があること (話 し合いや共通認識が取られ

ていない状態があること)

･指導方針が食い違ってしまうとき､行事などと協力して取り組まなければならないとき

･学年､学校で足並みをそろえるという意見が出たとき

･同じ学年でのかねあい､学校全体のかねあい

･すべては自分自身の様々な思惑 (まわりを意識 したり､後先考えたりの)が障害だと考える､まわりを見てもそう

いうことが目につく

･個人として自主的に自分の教育方針で活動しようと考えている教師が､自分の考えの中から脱却できないこと

･学校教育目標実現のためにの活動なら特に障害になることはないと思います

･集団としてのまとまり (生徒一人一人)を延ばすことが教育であってスタンドプレイではいけない

･学年内での協調ばかりに目が向けられ一番弱いところに合わせようとするとき (あの先生ができないからやめよう

的な考え方)

･その結果を見てみとめてくれるような雰囲気があるかどうか

･学校として進むべき方向がはっきりしていないので迷いが出る､またそれゆえに職員集団が組織的に指導を行うこ

とができないので個人の指導や活動が否定されるときがある

･自分だけの教育方針で事にあたることは狭い■視野での指導に陥りやすい､多忙で時間的保証がない

･見守ったり意見を交じわすゆとりのなさ

･中学校の場合学年が横並びになっていないと生徒､保護者が納得しないことがよく見られる

･周囲の理解 (自分だけの教育方針では周囲の理解が得られるはずがない)

･他の教師の指導との整合性を欠き生徒指導上悪い影響がある､その危倶が障害となる

･子どもを ｢良くしようとする｣行為に関しては法規に反さず道徳的にも問題なければ同僚の応援が必ずあるはずで

す､従って､特にありません

･新しいアイディアや考えを取り上げる姿勢に欠ける

･共通理解､同一歩調でという考えが強すぎる場合

･その考えが正 しい場合は､その考えを他の教師に理解してもらうまでの場と時間がひっようである｡障害は教師の

ねたみ意地悪があった場合､その考えが正しくない理論的合理的建設的でない場合は相手に理解されない

･特になし

･時として他の生徒がもつ不公平感

･障害ではないが勇気がいると思う､いずれにしても綿密な計画とまわりの理解がなければ実のあるものにはならな

いと思う

･学校という集団､学年という組織の中での活動であり､3年間見通 した指導を考えるとき､ある程度歩調を合わせ

る必要がある

･他の教師の足の引っ張り合い

･周りの先生との考え方の違い

･自分だけの世界しか見えない教師

･時間的金銭的問題

･自分の場合特に感じない

･自分の意見に非があった時もしくは他人の理解が足りないとき

･横並び主義

･生徒への影響クラス間のばらつきなど

･生徒指導などで自分の考え方と異なる考え方で指導しなければならないとき (校長の方針､生徒指導主任の方針など)

･同僚の目､自主的と勝手の違いがちょっとわかりにくく､誤解を生じることもある､でも学級王国は迷惑だと思う

･時間的な制限や学校でやるということ

･自分の教育方針というのが学校の教育方針とずれている場合は当然障害となる

･今日の教師のどれ程の方々に自主性､主体性を期待 してよいのでしょうか､どの程度の何に対 しての自主性と主体

-78-



性なのかが明らかにならなければ議論にならないのではないかと考えます

･どうでもいいようなことまで ｢学年同一歩調で｣という方針

･校長の経営方針と異なる場合､親の価値観の多様化への対処､他教師への配慮

･自分さえ良ければ､自分のクラス自分の学年さえという考えを持った時やはり周りの人達は嫌な気持になってしま

います､自主的な活動がまわりの人達の手助けになるのであればいいのではないでしょうか､ですからその活動内容

だと考えます

･他の教師との信頼関係が薄いとき､学校運営の管理が厳しいとき

･他の教師の意見

･同学年の他クラスとのかねあい

･教育方針の異なる同僚の指導が与えられるとき生徒が迷い不信感を生む

･足の引っ張り合いをするような職場の雰囲気があり陰口が耳に入るとき

･教師集団の連帯を乱すおそれが生じるとき

･自分の教育方針-勝手ではいけない､それを踏まえたうえで障害となるのは基本的な生活の約束が守られない教師

や学級があること

･特になし

･古いものの考え方､一部の人の排他的な考え方が全体の雰囲気になってしまったとき､ リーダー (校長､教頭､学

年主任など)の狭いものの考え方や無理解､生徒全体の雰囲気

4､職場でつらいと思うときは､どんなとき､どんな場面がありますか

･管理職のリーダーシップが十分になされず､指示がばらばらである､わがままな考え意見が通ってしまう､ごねる

と得をする様子が見られる

･生徒と心がかよわないとき

･生徒集団によるいたずらやいじめがエスカレートしたとき､職員室での雰囲気が険悪でいじめがあるとき

･楽に物事を運ぶことを優先して､今まで通りでいいじゃないかといった様な､教師集団に向上心を感じられないとき

･あまりないが､生徒指導で困ったとき仕事がたくさんありすぎて大変なとき

･生徒の考えていることがなんだかわからないとき

･人間関係､他学年の授業に出ていて生徒指導上のトラブルが発生したとき

･生徒に問題が発生したとき､授業が満足のいく内容でなかったとき

･授業で子どもとうまくいかない時

･授業で子どもとうまくいかない時

･つかれがたまってきた時

･あまり感じませんが､自分の意とすることに子供が背を向けた場合などが考えられます

･生徒を伸ばそうという意欲がないと感じるとき

･先生方を信頼できないとき､指導がうまくいかないとき

･授業時数が多いとき､他教科を指導するとき､無意識に授業時数を確保しようとするとき､生徒が納得できないよ

うな理屈で生徒指導を行わなければならないとき

･基本的な生活習慣､ルール､マナーが身についていない子が増えており学校本来の指導以外のことに時間をとられ

る､忙 しすぎる｡ていねいな仕事をしたい､新 しいことに挑戦 したいと思っても時間がない､やりたいことができな

いことがイライラにつながる｡わがままを通してしまう職員がいる｡管理職がそれを許しいしまっている

･多忙で健康的な生活ができない

･子どもたちひとりとひりと接する時間がないとき

･補充授業に入ることが多く欠席する職員が決まっていること､他の職員への思いやりがなく､子どもを理由に欠席

が多い､ゆっくり座る場所がない

･生徒指導場面で周囲のフォローがないとき､積極的な行動が同僚に見られないとき

･授業で一部の生徒に指導が入らなくて授業を進めるのが困難なとき

･仕事のかたより

･自分自身の力不足で仕事がうまくいかないときストレスを感じる

･教師にあって教師に非ずといった言動が度々見られる事です､どんなに辛いときでも子を良くする情熱と教育技術

を絶やさなければいいですね｡特にわがままな服務の解釈等はどの学校でも辛いものです

･免許外教科を持って教え込むような授業をしているとき､生徒がつまらなそうな顔をしているとき

･生徒指導でいきづまったとき

･時間不足 (教師のゆとり)
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･あまりない

･生徒とうまくいかないとき､仕事量が多くゆとりがないとき､自分が思 うように生徒が動かないとき､自分の ミス

で生徒に迷惑をかけたとき

･自分の個人的なこと (家庭内のことなど)で同じ学年等の先生方に補充など負担を多くしてしまうとき

･生徒に教師の思いや願いが通じないとき

･自分の意見が通らないとき

･自分が中心となって行う行事などに協力が得られないとき､職員会で通っても ｢めんどうなことはやりたくない､

やめればいいのに｣という雰囲気が漂っているとき

･特になし

･まったくない

･教師同士が協力して仕事ができないとき､仕事量に不公平感が感じられるとき

･すべて教科の責任や管理が自分にかぶさる､相談できない

･家族に問題等があり年休を続けて取るとき (年休をとりにくい)

･つらいことはなにもありません

･多量の仕事があり余裕が持てないとき

･特定の個人に仕事が集中するとき､校長が勤務条件等に配慮がないとき､管理職のリーダーシップ不足 (ロだけで

何もしないことを含む)

･生徒と教師の考え方にずれが出てきたときです､また､職員間でも教育方針の違いで意見が合わず気まずい雰囲気

になることがあります

･問題を抱えた生徒を指導するとき､職員会議の提案で他の教師に理解 してもらえないとき､ねぎらいの言葉をかけ

てもらえないとき

･思うように指導できなかったとき

･校内で問題が発生 し､それに対して複数の教師で対応 していくときに個々の教師の考えの違いから指導がすすまな

いとき

･生徒指導での他の見方もあることを説明しようとしても決めつけられてしまったとき

･同僚に対する悪口やいやみを聞くとき､自分や同僚に対して思いやりに欠ける言動をされたとき

･個人的にはない､ただし全体を見て納得のいかない校務分掌や学年配置があったときはつらい

･仕事上で話をしても通じないとそれが子どもに影響してしまう

･理解者がいない､自分の主義主張が理解されず同調してくれる者がいない､やりたいことが生徒に反映されない

･つかれるとおもってもつらいと思っていない

･教師を何のためにやっているのかわからないという教師に出会ったとき､大人を変えるのは容易でないと感じたとき

5､耽場でつらい思いをしたとき､どんなふうにそのつらさが癒されましたか

･他の教師との話し合い､家庭での安らぎ

･月日がたつにつれ少しずつ頑から離れていくけれど忘れ去ることは難しいし癒えることはない

･生徒に対してできる限りのことをすればいいと思って気が楽になった

･他の先生と話をすることによって癒される

･生徒の表情が和らいでコミュニケーションがとれたとき

･運動する

･時が解決

･他に楽しいことをみつけて癒します

･特にありませんが男なら酒､酒がだめなら他のなんらかで事にあたると思います

･夫に話す

･できる範囲のことをやろうとゆったりと考えるとき､子どもたち､家族

･先輩に相談 (飲み会が多いかな)

･学年での飲み会

･だれかに話す (仲の良い同僚､夫)､自分の力のなさとあきらめる

･校門を離れたら私人に戻ること､休日学校のことは全く考えないこと '

･他の先生に状況を話してアドバイスをうけることで

･仲の良い同僚とお茶を飲む

･教職の経験のある知人又は同僚等に話を聞いてもらう

･生徒との関係で (教室､授業､部活など)､プライベート､飲み会 (職場の仲間での) ･･仕事がスムーズに進み自
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分の力が発揮できたとき心地よい充実感を感じる

･適度な運動と趣味です､家庭が生活のベースですから家族を思いやる事が最大のストレス解消?

･酒を仲間と飲む

･職場では､つらいと思ったときは自分の能力不足の時なので問題なし

･気にしない性格なかので

･生徒が温かい言葉をかけてくれたとき､生徒の明るい様子で元気づけられたとき､同僚と一緒に話 したり食事をし

たりする

･持ちつ持たれつと相互の助け合いでうまくいっていることが他の先生との会話や日ごろの言動の中で実感できるとき

･指導の工夫や見通しを考え､生徒の指導に向かいそれが良い方向にいくとき

･自分の仕事の責任を精一杯果たそうと努力した､家族にぐちる､自分の気持ちをわかってくれる先生に相談 した

･教育の仕事に打ち込む

･すぐ忘れてしまう

･特にない

･ない

･趣味で気分転換

･生徒の明るい笑顔や一生懸命な姿

･家族とゆっくりすごす､授業で生徒と楽しく過ごす

･時がたつにつれ少しずつ忘れる

･職場の仲間と話 し合ったりする

･同僚と愚痴を言い合う (つらさを誰かに話す)

･あきらめる (特に癒されない)

･時間が解決してくれると思っています､あまり人に頼ったり職場で悪口は避けたいですね

･癒されない

･だまっている

･他の人に聞いてもらったりしたら少し和らぎましたが癒されるまで至らない

･生徒と接すると友好的な気持ちを持って意欲がわく

･別にない (海釣りに行ってすべて忘れる)

･趣味で気分転換

･あまりそういう思いをしたことがないのですが､やはり仲間とのかかわりでしょうか､かつて退職するかどうかの

危機的状況になったことがありましたが学校長や仲間教師の援助や支えによって今の自分があると確信 していますO

･職場の中に腹を割って話 し合える人がいたおかげで

･人 (職場､家族､他校の教師)に話 してわかってもらえたとき癒された､同じように考える人と共感した時

6､その他

･一人一人の教師の責任､仕事量が大きくなっている

･部活動を休日も熱心に行うと熱心な先生として周囲から認められることに疑問を感じる､校務分掌の分担不公平が

あると思う

･会議等が多く多忙でただ仕事をこなすだけの教師集団になってきている､以前のような全員で遊ぶことがない

･管理職 (特に校長)が保守的であることが多く､十分な意見がいえない状態にある地域がある

･パソコン導入に疑問を感じる

･忙しすぎると人間関係がぎすぎすしてしまうので教育計画､日課表にゆとりをもたせることが重要

･校長が変わって､こんなに生徒の雰囲気､教師の雰囲気､学校の雰囲気が変わることを体験できたことは､教師と

して大きな財産となりました｡

･人事の都合上教師の移動人数が多く学校が安定しなくて大変苦労しています

･今の成績制度がいやなときがあります

･教師本来の仕事 (授業､学級経営､教材研究)以外の仕事が多く疲れてしまう､教師も生徒も互いに忙 しく､じっ

くりと ｢心の交流｣が図れるようなゆとりがほしい

･学校では､管理職が一人一人の教師が伸びようとする雰囲気と場づくりをする必要がある

･年々仕事が細かくなって負担が大きくなっている､心のゆとりが教師にないといわれるがその通りでそれは生徒に

も降りかかっていく､とてもきゅうくつで生徒も教師もがまんしいて▲る部分が大きい｡改訂されるたびに学校の負担

が増えているような気がする

･子供のために仕事をしたいと思える職場であると誇りに思います
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･休日､土曜日､毎日の部活､時間的､精神的にもゆとりがない､他のことに時間を使いたい

･活気がなくなってきている

･もう実態把握よりも問題解決にエネルギーが注がれることが重要です

･学年での担任と副担との仕事分担の不公平

･雑務に掛かる時間が多い､学級の生徒数や持ち時数の変更で､教材研究や生徒の指導にゆとりをもってとりくめる

と思う

･教師には授業のあきがもっと必要である

･校長の意を体して学校経営に参画し一翼を担うことの難しさを感じています

･本校はよい職場間の雰囲気です､教師の時間的な束縛が多く研修ができない

･教師のそれぞれ個性がありそれがひとっにまとまり集団としての力を発揮するのはなかなか大変である､最近は自

分勝手なふるまいをする教師も見られる

･どんな人間形成を目的すのかが論議される必要があると思います

･パソコンやインターネット等研修も十分おこなわれないままに日常化しつつあるが､個人の力量にまかされすぎ不安

･毎日が忙しくあっという間に1年たってしまう

･教科のかけもち

自由記述 生徒

間 あなたが学校生活､自分たちのことや先生のことについて患っていることがあれば自由に雷いてください

･学校全休でもっと協力し合い､まじめで平和な学級にする

･生活面が少しきびしすぎ､服装とかについてうるさい｡先輩がうるさい｡

･いっも同じ人達とばかりいるのではなく､たまにはいっもとちがういろいろな人達といるのもいいことだと思う｡

(友達をたくさんつくったほうがいい)

･部活を必ず全員がやらなくてほならないので消去法で選んだ部活に入っている｡入りたい部もなく種類も少なかっ

たのでしかたなく入った｡だからやる気も起きずにめんどうくさくやっている｡朝練などに出ないと出ろと友達に言

われるのがやってほしいのかずるいと思われているのか解らない､退部しても次はどうするのか内申点はどうなるの

かで退部はできないでやっている｡

･いぼっている人は決まっていていじめられる人も決まっている｡ものをこわされることもすくなくない｡(おとなし

くしていると)運動､勉強､体に特長がある人は､クラス全体でむしされたりいじめられたりしている｡頑のいい人

は､できない人をパカにしたりいじめたりしている｡体の大きい人は､小さい人をいじめている｡

･うちの学校では､時間厳守だけど授業が休み時間までのびることがある､もっとはっきりしてほしい｡

･学級のみんなが明るくいい､学校生活もたまにひまな時もあるけど楽しい

･たまに､いっもいっしょにいる友達にキレる｡いっしょに話しているだけでかなりむかついてくる｡友達を信じら

れない｡特に仲がいいという友達がいない｡だから親友もいない｡

･先生についてですが､他の先生や生徒の顔色をうかがっていて自分一人では何も言えない先生｡よくできる生徒を

ひいきしてかわいがり何かを出品するときは始めからその生徒と決めている先生｡専門の知識をたくさんもっている

はずなのに､まちがえたり質問しても調べておくといって､実際は何も教えてくれない先生｡プリントばかりやって

教科書をほとんど使わない先生｡･･････この後､延々と書かれ (筆者)･･･-教職免許は一度取ったらもう試験は必要な

いそうですがもっとひんぽんに現職の教師のテス トや生徒への教師に対するアンケートを行い､教師の人間性や生徒

の評判もしんさ基準にしてはしいです｡いみのない校則もありすぎると思います｡

･みょうに生徒のまえだとえらそうにしている先生がいる｡

･その時々で少しずつ気持が違うよく分からないけど､この学級は先生に決められることが多いと思う｡特に席がえ

のとき｡あと先生は話 しやすい先生と話にくい先生がいて､自分的にはあまりよくないと思う｡自分達のことは､な

んだか高校生のえいきょうで､スカートをみじかくしたりピアスをしたりする人が増えたと思う｡親も注意しないな

んて変だと思います｡染髪などしている人もいるし､クラスは楽しいけど､そういうことをしている人がいるのはい

やです｡言ったってなおしてくれないし｡学校生活てば3年生になると女子がコギャル系になっていくし､生活する

にはちょっといずらいという感じです｡

･先生はどんかんであまり分かっていない｡親友やよく話す友達が他のクラスにいるので少しかなしい｡今のクラス

の中に大嫌いな人がいるのでやだ｡

･いっもだいたい同じ人ばかり注意して､その人とちがう人が同じことをやっても､その人だけ強く注意する｡

･友達はいいけどと先生はぜったいにきらい､それに学こうじたいともだちがいなかったらべつにくるひっようがな
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いとおもう｡ともだちにあえるからがっこうにきている｡べんきょうはきらい｡

･僕たちのクラスは､だいたいいっも話している人がきまっているので男女仲良く話せるクラスがいいと思う｡こまっ

たことがあればみんなでかいけっしてくれるいいやつだらけのクラスにしたい｡とっても生徒のことを心配してくれ

る先生がいる｡

･先生達は､いちいち.校則についてうるさいと思います｡中学生は中学生らしく､高校生は高校生らしくと言ういま

すが､今の現状が中学生らしく､高校生らしい学校だと思います｡それに自分たちが若かった頃は､一度も悪いこと

をしていないのか?僕は､私は､誰もに胸を張って言えるすごい立派な中学生､高校生だったのかって聞くと半分以

上の人はそうではないと思います｡今の私たちはもっと自由になりたくて困っています｡私たちをしぼりつけないで

はしい｡

･先生は生徒によって顔色を変えたり言葉づかいが変わったりで､ひいきしているみたい｡生徒も先生によって言葉

づっかいが変わったり行動が変わったりする人もいる｡やっぱり生徒は教えられる身だし､どんな先生に対しても敬

語とか､それらしいたい度をとるべきだと思う｡先生方も生徒もみんなを平等に見てはしい｡

･学級に対 しては､もっと協力した方がいいと思う｡行事などでも､なるべく早 く1つになった方がいい｡学校生活

は､時どきっかれたりすることもあるけど､楽しいと思う.もう少 し､クラスのムードを考えてほしい.でも､友達

はみんないい人達なのできっとクラスのムードはよくなると思う｡みんなが､学校に来るのが楽 しいと思うようにし

たい｡

･なぜか楽しいときもあれば楽しくないときがある｡学校は楽しく勉強する場所である｡学校に行かなくなった人は

いじめだけではないと思う｡理由もないのに学校は休む人もいる｡そういう人たちは､いろいろある不安から打ち勝

てない人だと思う｡一日中コンピューター画面でディスプレーとにらめっこして空想の世界を楽しんでいる｡今は勉

強ができれば一番だけど､本当にそうなのだろうか｡でもそれじゃ勉強さえできれば学校はいかないでいいというこ

とになる､一番大切なのは思いやりだと思う.

･学校生活は楽しいといえば楽しいが何かものたりない気がする｡ 1つのクラスに勉強､運動のできる子がそろって

いるので､行事で賞をとるクラスがきまっているのでつまらない｡

･いちいち ｢校則だ校則だ｣いっも朝会のときにこんなことぽっかりいっている｡特に担任｡一番うるさい｡何かあ

の人にしぼられているような気がする｡でもクラス全体としてはとても仲のいいクラスだと思う｡仲のいい子のグルー

プにわかれているけどそのグループどうLで仲がよかったりして02年生の中で一番仲がいいクラスだと思う｡

･いやな教科の時間などは､すごくいやだけど､休み時間などは楽しい｡また､好きな教科をやっているときは､時

間が早く感じられる｡ときどき授業で ｢こんなことやって将来関係あるのかなぁ?｣と思うことがある｡

･僕たちのクラスは､明るく楽しい､けどうるさくてまとまりがないと思う｡休み時間などはおもしろいかもしれな

いけど授業によっては集中できないものもあるのでうるさく感じる.学校の授業のペースがおそいのでとてもつまら
ない｡また､すすむのがおそくても､つまらない授業はやってほしくない｡先生自身もっとメリ-リをつけるべきだ

と思う｡先生にどこか悪いところがあると絶対に生徒にあらわれると思う､そのことを自覚してほしい｡自分の悪い

点もふりかえらずに生徒に注意 しないでもらいたい｡誰だって悪い所はあるけど､それをカバーしたり気づいたりす

る努力をしない人は先生になる資格はない｡

･今の学校生活はみんな明るいし楽 しいからいいと思う｡ しかし､仕事やきまり (時間など)について少しいいかげ

んな所があると思う｡先生については､もっと気軽に話せるようにすれば､もっとよくなると思う｡

･寒さいは校則がないほうが自立できていい学校になると思う｡(でも､ダメなやつには厳しくしないといけない)ク

ラスを勝手に決められるのがいやだ｡

･家が学校からすごく遠いので早起きしなきゃいけないのと登校するのがめんどくさい｡立派にことは言うけど自分

でやらないやつがむかっく｡それ以外は何もない｡

･担任を辞めてはしい｡学校をきれいにしてほしい｡授業をまじめにうけてもらいたい｡服装を自由にしてはしい｡

･特にありません｡みんな仲いいし､おもしろいので､先生方も仲良くしていけるのだと思う｡(私的に)よい学校だ

と思います｡

･学校生活は自分に合ったクラスになれば楽しいけれど､そうでないと少 しつまらない時もあると思う｡先生は､い

い先生は親切だし一生懸命やってくれるけど､すごく授業のわかりにくい先生や人によって態度がちがうような先生

もいる｡

･時には､このクラスやだなぁと思う時があるけど､やっぱりこのクラスでよかったと思う時もある｡クラスのみん

なは大好きだけどたんにんはきらい｡部活もない方がいいと思ったりする｡でもやっぱり学校は大好き｡

･なんか自分はっていうか今のいっしょにいる人たちは､ しずかだから､もうちょっとめだちたい｡あかるくなって

ほしい｡自由にさしてはしい｡授業がつまんない｡こうそくをなくしたい｡先輩がちょっといやだ｡自分は､人間と

のかんけいはだめな方だからまよってる｡

･中学校生活の中で楽しいこともあったけど､いやなこともたくさんあった｡

･小学校のときにくらべて中学校はとても明るくて楽しい所だと思います｡小学校の時は､友達関係などでいっもソ
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ワソワしていたけど､今はとっても心の底から ｢シンライ｣できる仲間がいるのでとても楽しいです｡

･女の先生の場合､制服について女子には厳しいのに男子には注意しない｡非常に ｢ひいき｣ している｡学級の先生

は､朝の会の時､出席確認するが､遅刻してきている人なのに､遅刻あっかいしない｡朝､早く学校に来ている人が

損 している感じでかわいそう｡自分は内気な性格だと思う｡活発的になりたいと思うがどうしていいのか出だしが分

からない､悩んでいます｡でも友達もいて学校生活は楽しく過ごしています｡

･担任の指導力不足｡

･先生の中には生徒を見て態度を変える先生がいて､それがむかつく｡ じこ中心的な人がいて､そういう人がいると

まとまらない｡

･先生のせいかくが悪いとクラス全体がくらくなるから､せいかくが悪い先生はやだ｡(うちの先生はとてもせいかく

がわるい)

･たんにんの先生が自分かってで､わがままだから､いつも､むかむかする｡ハッキリいって教Lには向いていない人｡

･不登校の子について､みんなあまり気にかけないで､はっておく感じですごしちゃってる｡女子ってすぐグループ

にわかれちゃってなんだか少 しきゅうくつな感じがする｡もっといろんな子と遊んだりしたい｡先生も勉強の成績と

か､その人の積極性ぽっかり重視しているように感じる｡大変だろうけど1人 1人の個性を知ってから､ひょうかし

てほしい｡中学生か高校生かわかんないケバイ子がなんか増えてる感じする｡すっごくつきあいにくい｡勉強が友達

とか､プレステとかテレビゲームを1人でずっとやってる子とか､そういう子は何考えてるんだかわかりにくい.

･1年生のころの担任がまた担任になればいいのですが｡

･今の担任の先生はイヤな時はイヤだけどだいたいはいい先生なのであまりかわってほしくない｡あと､いっもいっ

しょにいる友達がすこしくらい子でいっしょにいるのがつまんない｡でもほかの友達はあかるくて楽しい｡でも､い

つもいっしょにいる友達もいろいろとそうだんできるしいい友達だと思う｡

･今の人は皆他人行儀で (一部の人とは仲良くするが､キホン的に)不真面目だと思う｡

･私は､1年2年と同じ担任の先生なのですが､すぐに人をひいきしたり､自分の意見が通らないときげんが悪くなっ

たりする先生です｡3年生になって進路などの問題が出てきたときに､こんな先生ばかりだと困ると思います｡先生

たちも､もっとちゃんと自分たちをみつめなおしてみてはしいと思います｡

･昔は学校にくるのがすごくいやで､何で学校なんかにこなくちゃいけないんだと思ってたけど､最近学校にくるの

が楽 しくなってきた｡回りの人がかわると学校のイメージも少 しずつかわってくる｡勉強はできないけど､友達とい

ろんな話 しができるし､今日が楽しいと､明日はきっと､もっと楽しくなるだろうとおもえるようになる｡今､学校

にきていない子がいるけど､きっとその子も学校にきたらぜったいに楽しいことがあると思う｡いやなことだって時

にあるけどいやなことばかりではない｡どうすればきてもらえるのか､もっとクラスのみんなで話し合いたい｡

･けっこう明るいクラスだと思う｡

･先生達には､誰にも同じ扱いをしてはしい｡みんなが楽しめる学校生宿にしたい｡

･楽しいことがすこししかない｡

･うちの学校にはきたく部がないので作ってほしいと思う｡部活はやりたい人だけがやればいいのだと僕は思う｡

･先生はあんまりクラスの人から好かれていない｡ものの言い方にみんなムカついている｡中学生なんか一番ストレ

スがたまりやすいんだからちょっとしたことでも気を配ってほしい｡校則さびしすぎ｡

･もっともっと生徒に明るく対応してほしい｡(誰にでも)もっとてきぱき行動 したい｡うちの学級は､ビデオとかば

かりで学級全員でやるレクレーションがやりたい｡(みんなで)

･自分たちのことは､いっもたのしく明るくよいと思います｡先生のことはとてもりっばでたのしい先生だと思います｡

･いくらその教科をがんばっても第一いんしょうだけできめつける先生がいるのがとても気にくわない｡僕の友達

(他の中学)は県立の願しょのていしっが終わっているのに ｢この仕事がんばったらないしんを上げてあげる｣と先生

にいわれた僕はそのようなきたないやりかたをする人間がなぜ教師になったのか不思議だ｡

･先生は､生徒中心としてクラス作りをしていると思う｡だから､やることは､自分達でよく考えて決めなければな

らないと思う｡先生方も明るく友達もやさしいので学校にくるのが楽しい｡先生は親切に教えてくれるので分かりや

すい｡クラスの雰囲気がとてもいいのでよいと思う｡

･もう少 し学級でのリクリエーションをやってもいいと思う｡

･たいてい文句を言う人と言われる人は決まっており､ほとんどの人が文句を言われる人を助けようとしない｡文句

を言われている人を見ると､助けないで､ しすもその人も文句を言いはじめます｡そして先生も気ずいているのに注

意しない先生がほとんどです｡ しかも文句を言う人のたいていはリーダーシップを取っている人である｡だから自分

は､クラス分けの時に､強い人と弱い人を別々のクラスにわたけ方がいいと思います｡また､'先生の前ではおとなし

くして､人の文句や先生の文句を言う人もいます｡

･よいクラスだと思いますが､女子にいやみなグループがあり､それがなければもっとよいと思います｡それがある

ことによりいちいち気にしていなければいやな目で見られたりするか らです｡

･やるべき事が多くゆとりがあまりないように感じる｡
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･こんにちはとあいさっをしてても､返してくれなくていっもシカトをしている先生がいるので､ヤケになっていい

まくってみたら､おもいっきりにらまれたのでキレそうになった｡

･この学校の先生達は､自分がきにいった子や頭がいい子とぽっかり､ひいきしている｡この学校はとくに､ひいき

する先生がいすぎる｡ダメ !｡いっも何かやるときは同じ人ぽっかり､しきっていたりする｡

･授業が面白い教科とそうでない教科がはっきりしている｡ある事で注意をしても､自分より患い行動をとった人の

事を出してきたりして自分の悪さを認めようとしない｡何を基準に成績をつけているのか分からない教師がいる｡生

徒がまんが等を持ってきているのに教師はほとんど気ずかない､もっと生徒の行動に注意をしてはしい｡学年で何か

を企画するとき､なぜそういう事をやるのか説明しない教師がいるので納得して行動をとることができない｡

･女子の問でグループができているのがいやだと思う｡グループ同士のいがみあいなどはないけれど､グループによっ

ては､グループ内での仲間はずれやかげで悪口を言われている人もいる｡たいてい､そういうグループに限ってクラ

スでも浮いた存在である｡私はそういうグループにいたけれど､途中で､そこは私の居場所じゃないことに気づき､

そのグループをぬけたoそのグループの人からは､さけられたりかげで悪口を言われているようだが､今では､本当

にぬけてよかったと思う｡別に先生たちに何かしてはしいわけではないけれど､こういう感じのクラスはあまり楽し

くはないと思う｡私の場合､クラスのそのグループ以外の人がいい人たちで本当に幸せだ｡このことで､一番感じた

ことは､(とくにそのグループ内で)自分の考えや意見を持たず常に人の言いなりになっている人たちがとてもたくさ

んいることだ｡

･友達 (親友)ができない (ほしい)｡おもいやりを大切にしているが､友達は､それが当たり前と思っている｡

･自分の学校は別に悪い所ではないと思う｡でもひいきする先生がいるからやだ｡自分の気にいっている子だけにや

さしくしている｡どこかでいじめにあってる人がいてもしらんぶり､見て見ぬふりする先生がいて本当にやな時があ

る｡けっこうむせきにんだと思う｡

･初めは全然良くない悪いクラスだとばかり思い､他のクラスがすごくうらやましく思っていた｡けど､行動がある

ごとに1つ 1つまとまっていくのがわかって､すごくいいクラスだと思っている｡先生も本当にいい人だし､おもし

ろい｡最悪だとばかり思っていたこのクラスが､ふりかえってみると8年間の中で最高だった｡

･女の子は､けっこうケンカがあって､すぐに仲間をっくって対抗するし､関係のない子までいれて､仲間はずれと

かをする子がひとクラスに1人ぐらいいるから自分までまきぞいになったときすごくいやだった｡そういう所がなけ

ればいい｡

･今の2年生のクラスは､学年で 1番まとまりのあるクラスだと思う｡もうすぐおわってしまうけれど､クラスがえ

はしたくないと強く思う｡担任の先生は本当にいろんなことを知っていて尊敬できるところがいくつかある｡ しかし､

学校行事などにおいて､頑のかたい先生や子供と逆のかんがえをもっている先生もいるので､もっと自由にやりたい

と思っている｡

･先生も学校もきらいです｡それは自分が自分らしく生活できないからです｡成績のいい人ぽっかりひいきして全然

平等 じゃない､ しかも強い人だけがいいたいことをいって､みんなそれについているだけ､そんな学校はつまらない

です｡

･朝は学校なんか行きたくないと思うけど､学校に行ってみると来てよかった､楽しいと思います｡勉強はあまりお

もしろくないけれど､がんばってやってます｡友達や先生もキライ､嫌だと思ってしまうこともありました｡でも全

体的にはこの学級はみんなで協力し､助け合うことのできる良い学級だと思っています｡

･学校生活はつまんないときが多い｡友達関係はいいんだけど､たまにめんどくさくなる｡わだいがないと､さらに

めんどくさい｡早く高校に行きたい｡今の自分がいやで ｢どか｣ということをしないからだ｡私はふつうだから別に

頑がわるくもないし､スポーツもまあまあだし､だからやる気がでない｡部活もつまんない｡そのやることは､いい

んだけど､ケンカが多くてすっごくやだ｡でも､なんにもやんないのもやだ､人形みたいで｡できれば 1ヶ月ぐらい

休みたい､すいみん不足でつかれているから｡それからストレスたまって死んじゃいそぉ-｡

･授業中など席順で班になるときがあるけどそういうのじゃなくて､もし班を作るのだとしたら仲良 しの子が集まっ

てつくる班のほうがやりやすくて､意見とかもいろいろということができるので自由の班がいいと思います｡

･学校生活で友達との仲が自分自身さめていると思う｡さめてるといっても､内面的なもので､｢あっ､こいっプリッ

子とてる｣などと思うだけ｡表面的には楽しそうにふるまっているけど､心の中では､ムかソクやサイアクなどと思っ

ている｡(とくていの人)それと先生で､エロい人がいてかなり気持ちわるい｡でもやはり友達関係でのことでいちば

んなやむことが多い｡友達なんて表面的なものだと私は思う-｡だからこそ友達 しとてやっていけるのだと思う｡気を

つかったりしている友達は､まだ本当の友達じゃないと思う｡高校へ行ったらばらばらになって､きっと自分のこと

など忘れてしまうと思う｡だから､今のところ自分の本音は友達に言っていない｡

･先生によっては生徒を ｢ひいき｣したりする人がいるので 1人 1人に同じく対応してほしい｡

･テスト当日くらいは部活を休止にしてもいい と思 う｡

･平和な学校でよかったと思う｡

･服装のことな～どでいちいち注意 し な い で ほ し い ｡ み ん ながわか る授 業 を して はしい｡気の合う友達がいないのでつ
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まらない｡

･学校は遊びに来ているようなものです｡先生はもう少し静かにしてはしいと思う､あまりにも細かい所をしてきし

すぎているため､みんなはやる気をなくしている｡学級はかなり､ものすごくパワフルに､そんでもってバカみたい

に明るいからいいと思う｡私が感じている学校生活はまぁたまにイヤなことがあったりするけど過ぎてしまうとどうっ

てこともないしだれかがいっしょにやってくれたりとかあってまぁまぁ楽 しく過ごしやすい学校生活だと思うし､先

生も授業や勉強のことであまりきついことを言うこともないし私としては過ごしやすい学校生活だと思います｡

･-あるできごとがきっかけで (筆者)---先生に言われた時､腹が立ったし傷ついた｡先生なんて誰も信用でき

ないし､あてにできない｡所詮､狭い社会の中で生きているおじさん､おばさん達だぐらいにしか感じることができ

ない｡ただ私達より年上ってだけで｡お茶とか飲んでて､生徒には注意 しまくっているだけだ｡もう少し言動に注意

してほしいと思う｡なんか世の中むじゃんしている｡人が信じられなくなる｡

･友達と全うのはいいけど学校はつまんない｡先生は差別が多すぎ｡先生がきらいだしむかつく｡学校は行きたくな

いし行く必要もない｡先生は自分よりよわい生徒にもんくをっけてえらい先生にこびるからいやだ｡生徒の気持ちを

考えてくれない｡先生は自分ことしか考えていない｡

･学級が明るく楽しいと､やっぱり学校全体が楽しくなり､好きになれます｡だから､学級というのはとても大切だ

と思います｡

･先生は仕事とかいって､コーヒーなどとか食べ物を好きなときのめるのでずるいです｡ぼくたちも､すきできてる

のでないから､せこいと思います｡あと先生のさべつがあるので､やめてほしいと思います｡みんな生となのでいっ

しょにびょうどうにかんがえてはしいです｡

･自分たちのクラスのある教科について､他の教科の先生が教え､しかもとても授業らしくない (プリント学習だけ)

とてもつまらないふんい気の中でおこなわれている授業がある｡また､来年は3年生なのでその先生がまた教えると

なるとかなり受験で不利だと思うのでこのような状態を早 く治していただきたい｡このように生徒に対して文部省が

ナメてかかっているから生徒が先生を殺すような事が起きるのではないか? (というのもある教科の先生が足りない

から他の教科の先生でもいいやなどと思っているのだろうからである)

･やっぱり､クラスの中で､仲間はずれやいじめに近いものがある｡それを減らしていきたい｡先生と生徒という間

柄をなくしたい｡授業中はしかたないと思うが､休みじかんまで､そういう関係はいやだ｡はっきりいって､先生と

いうだけで､いぼっているのではないのか｡ "差別するな"と言うくせに､先生は特別扱いにする｡これは差別の一

種じゃないのか｡

･自習の時間､先生がいないと､とてもだらける､うるさい｡先生は､ほとんど同じ人にしか怒らず､他で悪いコト

をしても､気分により､つまらない所で怒る｡部活でやってない人がいると非常に腹が立っ｡一部を除いて少女が大

嫌いになるみとがあり､男子の方が-ッキリしてて良いと思うことがある｡なんの前ぶれもなく暴走したくなる場合

がある｡自分たちのクラスはバランスがとれているクラスだと私は思う｡※心が許せる友達2-3人
･うそつきは教しのはじまり､先生なんていない方がまし｡

･今の学級がすごくたのしいから学校に行きたいと思う｡

･先生は､いい先生もいるけれど､ひいきのはげしい先生などもいて､こまる｡授業がおもしろくない｡

･僕が思うに少数派の意見を非常しきと考えたり､誰も考えつかないようなことを異常と見なし､多少問題を起こす

と非行のレッテルをつける先生がいるので､教員さいよう試験でその辺も調べられれば良いと思うO言っていること

と行うことが違い､生徒の見本になんかならないような先生もいる｡本人の気持も知らないで､生徒をしかり､それ

でいて､自分は ｢おまえの気持ちは分かっている｣などというやつもいる｡彼らは､自分達につごうのいいような人

間を生産しようとしているのではないだろうか｡

･男子ばっか､かわいがって､女子にはすごくさびしく､｢ひいき｣がはげしい｡制ふく男子もだらしなくっても ｢～
くんは､いいの !｣っていって ｢～さんスカートみじかい !｣って､その先生は､女子は ｢みじかいと (スカ-ト)

ムカックんだよ !｣って｡みんな腹立てて大変です｡

･うちのクラスの担任は､自分の思いどおりにならないとすぐきげんが悪くなり､おこりっぼくなります｡例えば､

係を決めるときでも､先生がなっほしい人がならないとなった人に対 してもきびしくなったりします｡そのくせをな

おしてもらいたい｡

･はっきりいいます｡ぼくは､あんまり先生のことを好きではない｡(あと自分がきらい) ･なんか学校きて勉強ぽっ

かりでたいくつすぎる｡たまには一日中ピクニックとかがいい｡
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